
一般質問通告内容 
 

（令和８年定例会９月会議） 

通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

１ 

西田 祐子 

 

(議席番号 

１２番) 

１．アイヌの歴史と施策の在り方について 

（１）アイヌ施策と歴史認識について 

アイヌ施策を考える上では、正しい歴史認識が不可欠である

が、松前藩の場所請負制による加害、明治政府の同化政策と迫

害、旧土人保護法の構造的差別など、これらは歴史的事実であ

るにもかかわらず、施策の前提として十分に位置付けられてき

たとは言えません。 

こうした歴史的核心が施策に十分に位置付けられてこなかっ

た状況について、町としてどのように認識しているのか伺いま

す。 

（２）副読本について 

アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するための施策

の推進に関する法律第４条は差別の禁止を、第５条は国及び地

方公共団体の責務を明確に定めています。 

白老町教育委員会の小学校社会科副読本のアイヌの歴史に関

する記述不足は単なる教材の問題ではなく、差別や誤情報を誘

発しうる人権上の重要な課題であると考えますが、正しい歴史

教育の在り方について認識を伺います。 

（３）ヘイトスピーチ・レイシャルハラスメントについて 

近年、ＳＮＳ等で「アイヌは先住民族ではない」とする誤っ

た情報が拡散し、差別やヘイトスピーチの温床となっています。 

理念だけでは名誉回復の実効性が確保されません。行政が構

造的に対応しなければ、現場の人権侵害は止まりません。 

町民の安全を守る観点から、どのような認識を持たれている

か伺います。 

（４）名誉回復と歴史の保存について 

白老町アイヌ施策基本方針には理念（目的）として「先人の

尊厳と労苦の歴史を振り返り、未来を見据え、アイヌ民族とし

ての誇りを高める」とあります。しかし、その理念の核心とな

るべき加害の歴史、蝦夷地防衛における主体的役割、明治政府

の迫害、歴史的矛盾、こうした具体的事実が十分に記載されて

いないと認識しています。 



通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

１ 

西田 祐子 

 

(議席番号 

１２番) 

白老の歴史は地域史ではなく、日本国家の形成過程と深く結

びついた歴史であり、その記録は日本史の空白を補う行為であ

ります。 

この視点を踏まえれば、名誉回復の核心となる歴史的事実が

基本方針に十分に明示されていない現状は、理念と整合してい

るとは言えないと考えますが、認識を伺います。 

 

 

 

答弁を求める者  町 長 

 



通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

２ 

前田 博之 

 

(議席番号 

９番) 

１．漁業振興と白老港について 

（１）第１、第２、第３商港区の現状と貨物取扱量及び今後の取

組について 

（２）白老港公共中央１号上屋（倉庫）の利用状況・使用料と空

き状況及び今後の見通しについて 

（３）港湾の利用促進策と整備計画について 

（４）水産業の概況と主要魚種の生産高の推移について 

（５）水産振興策の現状と今後の施策について 

（６）漁港区について 

① 白老地区の漁家数・漁船数の推移と利用状況について 

② 岸壁・ふ頭用地等の不法占拠、無断使用の実態と対応につ

いて 

③ 岸壁（物揚場）等施設のこれまでの整備状況と未整備箇所

について 

④ 今後の漁港区整備計画について 

 

 

 

答弁を求める者  町 長 

 



通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

３ 

田上 治彦 

 

(議席番号 

２番) 

１．地震災害時の断水における町内の給水対応について 

（１）町内の浄水場３施設はいずれも老朽化が懸念されるが、

現在の耐震性について伺います。 

（２）断水時の一刻も早い断水解消のための応急復旧の体制に

ついて伺います。 

（３）断水時において応急給水は必要不可欠な対応ですが、町

内に配備されている給水タンク車等の配置、活動体制（臨

時給水所の設営や避難所等）について伺います。 

（４）断水時に応援・協力を要請することができる関係機関に

ついて伺います。 

（５）震災時における町職員（上下水道課）の初動体制につい

て伺います。 

（６）断水時において火災が発生した場合の消火活動への影響

と対策について伺います。 

（７）災害に強く持続可能な水道システムを構築するため、町

としての水道施設の耐震化の計画と取組状況について伺い

ます。 

 

 

 

答弁を求める者  町 長 

 



通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

４ 

長谷川かおり 

 

(議席番号 

４番) 

１．ライフステージに応じた包括的な支援体制の構築について 

（１）子宮頸がんを減らすための切れ目のない予防対策につい

て 

① ＨＰＶワクチン接種及び子宮頸がん検診の現状と課題につ

いて伺います。 

② ＨＰＶワクチン接種の機会確保と環境整備について伺いま

す。 

③ 本人、保護者への情報提供と相談支援について伺います。 

（２）「しらおいサポートセンター」を核とした重層的支援体制

整備事業について 

① 本年６月１５日に開設した「しらおいサポートセンター」

の役割とこれまでの相談状況、成果について伺います。 

② 複雑化・複合化した課題を抱える方に対し、関係部署や関

係機関がどのように連携し伴走型の支援体制を構築してい

く考えか伺います。 

③ 制度の周知や支援体制の充実に向けた今後の取組と課題に

ついて伺います。 

（３）身寄りのない高齢者等への支援について 

① 身寄りのない高齢者等への支援の現状と課題をどのように

認識しているか伺います。 

② 社会福祉法の改正により社会福祉協議会が事前契約による

死後事務支援等を実施できるようになることを踏まえ、本

町としてどのような支援体制を構築していく考えか伺いま

す。 

（４）成年後見制度及び後見支援体制について 

① 成年後見制度の見直しを踏まえた本町の対応について伺い

ます。 

② 成年後見支援センターの運営状況と課題について伺いま

す。 

③ 市民後見人の養成・活動状況と担い手確保に向けた今後の

取組について伺います。 

 

答弁を求める者  町 長 



通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

４ 

長谷川かおり 

 

(議席番号 

４番) 

２．人と動物が共生できる地域づくりについて 

（１）飼い主のいない猫及び飼育困難者への支援について 

① 飼い主のいない猫、多頭飼育及び高齢者世帯の飼育困難の

現状をどのように認識しているか伺います。 

② 地域住民による保護猫活動や譲渡活動への支援、北海道や

関係機関との連携についての考えを伺います。 

③ 人と動物が安心して共生できる地域づくりに向けた今後の

取組について伺います。 

 

 

 

答弁を求める者  町 長 



通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

５ 

飛島 宣親 

 

(議席番号 

５番) 

１．白老町ＤＸ推進計画に基づく取組の進捗と今後の展望につ

いて 

（１）「誰一人取り残さないデジタル化」の支援策と推進体制に

ついて 

スマートフォンやパソコンに不慣れな高齢者等を取り残さ

ないための具体的なサポート体制、ＤＸ推進計画の実施状況

や成果・課題、役場内のＤＸ推進チーム（ＤＸ推進委員会

等）の活動状況について伺います。 

（２）町民サービスのＤＸ推進とオンライン化の進捗について 

スマートフォン等でできる行政手続きの拡大やマイナンバ

ーカードの活用状況、ＬＩＮＥ公式アカウントなどを使った

分かりやすい情報発信の現状と課題について伺います。 

（３）ＡＩ等の新技術活用による役場業務の効率化について 

会議録作成の自動化や生成ＡＩなどの導入・検証状況、事

務時間の削減効果、安心して使うためのルール（ガイドライ

ン）整備について伺います。 

（４）地元事業者へのＤＸ支援と素早い行政対応について 

町内の中小事業者に対するデジタル化の支援状況と、変化

の早い時代に対応したＤＸ施策の進め方について伺います。 

 

 

 

答弁を求める者  町 長 



通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

６ 

貮又 聖規 

 

(議席番号 

１０番) 

１．白老町公共施設適正配置計画の進捗と今後の施設再編に

ついて 

（１）公共施設適正配置計画の進捗について 

① 令和８年度で第２期を終えることから、これまでの進捗状

況と課題、第３期に向けた取組について伺います。 

② 第３期には、役場庁舎をはじめ、町民生活に大きな影響を

及ぼす施設の廃止、統合、移管、改修及び新築等が予定さ

れています。公共施設再編における町全体のグランドデザ

インと今後の進め方について伺います。 

（２）新役場庁舎を核とした公共施設再編について 

① 新役場庁舎の建設に向けた現在の検討状況と、総合保健福

祉センター、図書館等を含む行政機能の統合・複合化につ

いて伺います。 

② 新役場庁舎を核とした公共施設再編の全体像を、いつまで

に町民及び議会に示す考えか伺います。 

（３）町民温水プール及び総合体育館について 

① 令和８年６月会議以降における庁内検討、関係団体及び町

民等との協議の進捗状況について伺います。 

② 令和８年度中に示すとしている町民温水プール及び総合体

育館の方向性について、判断基準と今後のスケジュールを

伺います。 

 

 

 

答弁を求める者  町 長 



通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

６ 

貮又 聖規 

 

(議席番号 

１０番) 

２．再生可能エネルギー発電事業に関する条例改正後の効果と

今後の対応について 

（１）条例改正後の運用状況と効果について 

① 「白老町自然環境等と再生可能エネルギー発電事業との調

和に関する条例」の改正後における運用状況と、町内で計

画されていた大規模太陽光発電事業の現在の状況について

伺います。 

② 条例改正が事業計画の中止、変更、縮小または保留等に与

えた効果について、町の評価を伺います。 

（２）今後の対応について 

① 条例改正の効果及び対象事業の進捗状況を町民に公表する

考えについて伺います。 

② 事業者や土地所有者の変更、事業規模の分割・縮小等によ

る再計画への対応と、今後の監視・指導体制について伺い

ます。 

 

 

 

答弁を求める者  町 長 



通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

７ 

森  哲也 

 

(議席番号 

１１番) 

１．環境政策の現状と今後の在り方について 

（１）白老町環境基本計画について 

① 第３期計画の総括について伺います。 

② 今後の環境政策における重点を伺います。 

（２）ゼロカーボンに向けた取組について 

① 公共施設における再生可能エネルギー等の導入の考えを伺

います。 

② 電気自動車及び充電スタンドの導入の考えを伺います。 

（３）ごみ処理について 

① リサイクル率の推移と向上策について伺います。 

② プラスチック類の分別収集と再資源化についての考えを伺

います。 

③ 環境衛生センターは公共施設適正配置計画において統合対

象の施設だが、統合先の候補を伺います。 

 

 

 

答弁を求める者  町 長 



通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

８ 

森山 秀晃 

 

(議席番号 

７番) 

１．ＦＣ東京白老キャンプの成果について 

Ｊリーグのシーズン移行に伴い、本年７月に実現したＪ

１・ＦＣ東京の白老キャンプについて、地域経済への波及効

果及び町民や子供たちへ与えた影響・効果に関する町の見解

を伺います。 

 

 

 

答弁を求める者  教育長 

２．町民の暮らしを支えるインフラ整備の方向性について 

（１）人口減少が進行する中で、上下水道事業の経営状況と将

来を見据えた持続可能な整備・更新の方向性について伺い

ます。 

（２）町道の舗装劣化（ひび割れや穴）が散見されますが、町

民の安全確保の観点から道路補修・整備の考えについて伺

います。 

（３）町内の街路樹や樹木が電線に接触している危険箇所への

対応について伺います。 

 

 

答弁を求める者  町 長 



通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

９ 

水口 光盛 

 

(議席番号 

１番) 

１．ごみの減量目標の達成と施設管理について 

（１）生ごみの減量化とリサイクル率の向上について 

① 生ごみの減量目標の達成に向けた、生ごみ堆肥化容器等購

入助成の拡大やさらなる普及促進策の検討状況について伺

います。 

② プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律の施行

により、製品プラスチック等の再資源化が自治体の努力義

務となったが、燃料ごみと燃やせるごみに混入しているプ

ラスチック類の分別徹底及び再資源化に向けた検討の進捗

状況について伺います。 

（２）登別市との広域処理の継続と最終処分場の管理について 

① 本町のごみ処理は、令和21年度までクリンクルセンターの

施設延命を図り、登別市と共同で広域処理する方針となっ

ているが、今後想定される施設の延命化改修工事等におけ

る本町の財政負担の見通しについて伺います。 

② 本町の一般廃棄物最終処分場は、令和５年度に埋立容量の

軽微変更を行い、約12年分の埋立容量を確保したが、白老

町一般廃棄物処理基本計画の最終年度である令和15年度か

らわずか２年後に再び残余容量が限界を迎える見通しであ

ることから、埋立量のさらなる削減策や、将来にわたる最

終処分先の安定確保に向けた整備計画について伺います。 

（３）環境衛生センター旧焼却炉設備の撤去計画について 

① 旧焼却炉設備や煙突の解体撤去に向けた建物の構造調査及

びアスベスト含有調査の実施状況と、今後の撤去の進め方

について伺います。 

② 多額の費用が見込まれる解体・撤去事業費について、国の

補助制度や有利な地方債の活用など、本町の財政負担を軽

減するための財源確保の見通しについて伺います。 

 

 

 

答弁を求める者  町 長 



通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

９ 

水口 光盛 

 

(議席番号 

１番) 

２．バイオマス燃料化事業の廃止に係る進捗について 

（１）未処理生成物の全量処分の完了に向けた進捗と総費用に

ついて 

①令和３年度時点で約3,000トン存在した未処理生成物につい

て、令和８年度までの全量処理完了に向けた計画が示され

ていますが、現在の進捗状況を伺います。 

② 未処理生成物の全量処理が完了するまでに要する総費用の

見込みについて伺います。 

（２）環境衛生センター等の代替施設としての有効活用策につ

いて 

① 施設建屋の代替施設としての有効活用策について、現在 

の検討状況を伺います。 

② 代替施設としての再利用に伴う概算整備費と、今後の財政

への影響について伺います。 

③ 代替施設としての有効活用が困難と判断された場合、建屋

を解体・撤去し、土地を原状回復して地権者へ返還するた

めに要する概算費用はどの程度と試算されているか伺いま

す。 

（３）施設敷地の権利関係と今後の土地利用について 

① 現在、地権者から土地を無償貸借している状況ですが、今

後の土地利用に向けた具体的な協議・交渉状況と、今後の

見通しについて伺います。 

② 施設建屋の有効活用策によっては、中長期的な施設の安定

運営や財産管理の観点から、必要に応じて地権者から土地

の購入を検討することも必要だと考えるが見解を伺いま

す。 

 

 

 

答弁を求める者  町 長 



通告 

番号 
質問者 件 名 と 質 問 の 要 旨 

１０ 

広地 紀彰 

 

(議席番号 

１３番) 

１. 財政実態を踏まえたまちづくりの推進について 

（１）令和７年度決算における財政指標、決算剰余金、財政調

整基金や特定目的基金の積立てと取崩し、積立額等からみ

た財政運営の概況を伺います。 

（２）令和７年度決算の総括、歳入歳出面での特徴や今後の見

通し、注視すべき事項を伺います。 

（３）行財政改革推進計画後期実施計画の基本方針３における

健全な財政運営に関する取組実績、成果と課題、今後の実

現方策を伺います。 

（４）財政の実態を踏まえ、行財政改革推進計画後期実施計画

の基本方針４に掲げられた今後見込まれる公共施設の存

廃、更新に係る大型事業費の見通しと、実現に向けた課題

と解決の考えを伺います。 

（５）令和８年度予算の執行状況について、当初予算と速報値

との対比、概況を伺います。 

（６）令和８年度の主な歳入歳出の懸案と、解決の方策を伺い

ます。 

 

 

 

答弁を求める者  町 長 

 


